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勉
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会

 

  

酒

場

の
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ゼ

ル

 

 

作

 

た

け

だ

ゆ

き

と

 

     

登

場

人

物

 

マ

リ
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(

紺

野

彩

瑛

)
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梨

彩
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園

啓

次

郎

 

鍋
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亜

 

ヨ
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(

案
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ウ
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リ

／

東

陽

子
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齊

田

貞

子
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ヨ

ー

コ

、

客

席

に

礼

。

 

ヨ

ー

コ

（

案

内

の

ウ

ィ

リ

）
「

よ

う

こ

そ

の

お

運

び

、

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

こ

こ

は

ス

ナ

ッ

ク

、

ヴ

ァ

リ

ア

シ

オ

ン

。
恋

に

疲

れ

た

男

と

女

が

夜

の

帳
（

と

ば

り

）

に

い

っ

と

き

愛

の

虚

像

を

映

す

幻

灯

機

。

今

宵

み

な

さ

ま

に

お

届

け

す

る

は

ロ

マ

ン

テ

ィ

ッ

ク

・

バ

レ

エ

『

ジ

ゼ

ル

』
。

村

娘

ジ

ゼ

ル

は

都

会

的

な

空

気

を

ま

と

っ

た

村

の

男

と

恋

仲

。

し

か

し

、

そ

の

男

ア

ル

ブ

レ

ヒ

ト

。

実

は

高

貴

な

一

家

の

御

曹

司

だ

っ

た

の

で

す

。

純

真

な

ジ

ゼ

ル

は

信

じ

て

い

た

恋

人

に

ウ

ソ

を

つ

か

れ

て

い

た

シ

ョ

ッ

ク

で

心

を

病

み

、
命

を

落

と

し

て

し

ま

い

ま

す

。
死

後

、

夜

の

妖

精

ウ

ィ

リ

の

一

人

と

な

っ

た

ジ

ゼ

ル

。

ア

ル

ブ

レ

ヒ

ト

を

森

で

行

わ

れ

る

死

の

舞

踏

へ

と

誘

(

い

ざ

な

)

い

ま

す

。

ア

ル

ブ

レ

ヒ

ト

に

死

を

与

え

ん

と

す

る

ウ

ィ

リ

た

ち

と

ジ

ゼ

ル

。

し

か

し

」

 

 
 

 

中

園

、

入

っ

て

く

る

。

 

中

園

「

こ

ん

ば

ん

は

」

 

ヨ

ー

コ

「

い

ら

っ

し

ゃ

ー

い

」

 

中

園

「

あ

の

」
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ヨ

ー

コ

「

マ

リ

ー

。

起

き

て

マ

リ

ー

。

お

客

さ

ん

来

た

よ

。

マ

リ

ー

。

ご

め

ん

ね

。

こ

こ

の

マ

マ

。

夜

弱

く

っ

て

さ

。

マ

リ

ー

」

 

中

園

「

や

っ

ぱ

り

」

 

ヨ

ー

コ

「

え

？

」

 

中

園

「

い

え

。

マ

マ

な

の

に

夜

弱

い

ん

で

す

ね

」

 

ヨ

ー

コ

「

そ

。

だ

か

ら

、

お

客

が

来

た

ら

私

が

起

こ

し

て

、

マ

リ

ー

。

私

は

こ

こ

で

占

い

や

っ

て

る

ヨ

ー

コ

。

ほ

ど

よ

く

当

た

る

練

馬

の

母

。

マ

リ

ー

」

 

中

園

「

ほ

ど

よ

く

当

た

る

」

 

ヨ

ー

コ

「

占

っ

て

あ

げ

よ

う

か

？

」

 

中

園

「

お

気

持

ち

だ

け

で

」

 

ヨ

ー

コ

「

そ

う

？

 

マ

リ

ー

。

マ

リ

ー

」

 

マ

リ

ー

、

起

き

て

く

る

。

 

ヨ

ー

コ

「

お

は

よ

う

、

マ

リ

ー

。

お

客

」

 

マ

リ

ー

「

お

は

よ

う

、

ヨ

ー

コ

。

い

ら

っ

し

ゃ

」

 

 
 

 

マ

リ

ー

と

中

園

、

目

を

見

合

わ

せ

る

。

 

ヨ

ー

コ

「

占

い

は

い

ら

な

い

ん

だ

っ

て

」

 

マ

リ

ー

「

ヨ

ー

コ

。

桃

天

」

 

ヨ

ー

コ

「

え

」
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マ

リ

ー

「

桃

天

。

桃

の

天

然

水

。

買

っ

て

き

て

」

 

ヨ

ー

コ

「

マ

リ

ー

。

今

、

令

和

」

 

マ

リ

ー

「

桃

天

」

 

ヨ

ー

コ

「

い

や

。

だ

か

ら

」

 

マ

リ

ー

「

桃

天

」

 

ヨ

ー

コ

「

わ

か

っ

た

わ

か

っ

た

。

わ

か

っ

た

か

ら

」

 

 
 

 

ヨ

ー

コ

、

出

て

い

く

。
 

マ

リ

ー

「

占

い

師

な

の

に

勘

悪

す

ぎ

で

し

ょ

」

 

中

園

「

あ

の

う

」

 

マ

リ

ー

「

(

ソ

フ

ァ

を

示

し

て

)

ど

う

ぞ

」
 

中

園

「

あ

り

が

と

う

」

 

 
 

 

中

園

、

座

る

。

 

 
 

 

マ

リ

ー

、

中

園

の

隣

に

座

る

。

 

マ

リ

ー

「

水

割

り

で

い

い

？

」

 

中

園

「

あ

あ

。

う

ん

。

あ

、

い

や

自

分

で

」

 

マ

リ

ー
「

(

酒

を

作

り

な

が

ら

)

ど

う

し

て

こ

こ

が

？

」 

中

園

「

人

づ

て

に

。

そ

れ

に

、

お

店

の

名

前

。

ヴ

ァ

リ

ア

シ

オ

ン

。

ソ

ロ

の

踊

り

の

こ

と

で

し

ょ

？

 

バ

レ

エ

の

。

だ

か

ら

」

 

マ

リ

ー

「

い

い

靴

。

時

計

も

」
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中

園

「

彩

瑛

(

さ

え

)

ち

ゃ

ん

。

ご

め

ん

。

黙

っ

て

て

。

で

も

僕

は

本

当

に

彩

瑛

ち

ゃ

ん

が

。

彩

瑛

ち

ゃ

ん

の

バ

レ

エ

が

」

 

マ

リ

ー

「

役

を

金

で

買

っ

た

。

そ

う

言

わ

れ

た

」

 

中

園

「

ご

め

ん

。

本

当

に

ご

め

ん

。

で

も

。

で

も

僕

は

今

で

も

彩

瑛

ち

ゃ

ん

の

こ

と

」

 

マ

リ

ー

「

こ

こ

は

ス

ナ

ッ

ク

。

ヴ

ァ

リ

ア

シ

オ

ン

」

 

中

園

「

え

」

 

マ

リ

ー

「

ア

ル

ブ

レ

ヒ

ト

は

ジ

ゼ

ル

が

生

き

て

い

た

と

き

、

本

当

に

彼

女

を

愛

し

て

い

た

と

思

う

？

」

 

中

園

「

も

ち

ろ

ん

」

 

マ

リ

ー

「

そ

う

」

 

 
 

 

マ

リ

ー

と

中

園

、

目

を

見

合

わ

せ

る

。

 

マ

リ

ー

「

で

も

ジ

ゼ

ル

は

死

ん

だ

」

 

中

園

「

え

」

 

 
 

 

ヨ

ー

コ

、

入

っ

て

く

る

。

 

ヨ

ー

コ

「

マ

リ

ー

。

桃

天

な

か

っ

た

」

 

マ

リ

ー

「

夜

が

明

け

る

。

森

を

出

る

時

間

よ

」

 

中

園

「

そ

れ

は

」

 

 
 

 

マ

リ

ー

と

中

園

、

目

を

見

合

わ

せ

る

。
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中

園

「

ご

ち

そ

う

さ

ま

で

し

た

。

マ

リ

ー

さ

ん

」

 

 
 

 
中

園

、

出

て

い

く

。

 

 
 

 

マ

リ

ー

、

中

園

の

背

中

を

見

送

る

。

 

 
 

 

ヨ

ー

コ

、

客

席

に

向

き

直

る

。

 

ヨ

ー

コ

（

案

内

の

ウ

ィ

リ

）
「

死

後

、

夜

の

妖

精

ウ

ィ

リ

の

一

人

と

な

っ

た

ジ

ゼ

ル

。

ア

ル

ブ

レ

ヒ

ト

を

森

で

行

わ

れ

る

死

の

舞

踏

へ

と

誘

(

い

ざ

な

)

い

ま

す

。

ア

ル

ブ

レ

ヒ

ト

に

死

を

与

え

ん

と

す

る

ウ

ィ

リ

た

ち

と

ジ

ゼ

ル

。

し

か

し

ジ

ゼ

ル

の

奥

底

に

残

っ

て

い

た

愛

ゆ

え

に

ア

ル

ブ

レ

ヒ

ト

は

死

を

免

れ

る

。

朝

と

な

り

夜

の

妖

精

で

あ

る

ウ

ィ

リ

た

ち

と

ジ

ゼ

ル

は

消

え

、

ア

ル

ブ

レ

ヒ

ト

は

森

を

出

る

。

こ

こ

は

ス

ナ

ッ

ク

、

ヴ

ァ

リ

ア

シ

オ

ン

。

恋

に

疲

れ

た

男

と

女

が

夜

の

帳

（

と

ば

り

）

に

い

っ

と

き

愛

の

虚

像

を

映

す

幻

灯

機

。

ま

た

の

お

越

し

を

お

待

ち

し

て

お

り

ま

す

」

 

 
 

 

ヨ

ー

コ

、

客

席

に

一

礼

し

て

、

去

る

。

 

マ

リ

ー

、

踊

り

は

じ

め

る

。

 

 

〈

お

わ

り

〉

 


